
日本天文学会2021年秋季年会

V126a Simons Array 実験における惑星観測による検出器評価
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Simons Array 実験 (SA) は宇宙マイクロ波背景放射 (CMB) 地上観測実験である。特に奇パリティ偏光パター
ン (Bモード)の測定による、初期宇宙の指数的膨張であるインフレーションの検証及び、ニュートリノ質量和の
精密測定を目的とする。SA は南米チリのアタカマ砂漠において観測を行い、1台目の望遠鏡については受信機の
改良作業を完了、2021年より観測を再開している。2台目の望遠鏡の観測開始も 2021年を予定している。CMB
観測において、惑星の観測は望遠鏡 1台当たり約 7500個の検出器を評価する上で重要な役割を果たす。点光源と
しての惑星は各検出器のビーム特性や光学的方向、時定数の評価に用いられる。また、良く知られた惑星の輝度
は各検出器ノイズレベルの絶対値の評価に用いられる。本講演では惑星観測によるこれらの検出器評価状況につ
いて報告する。


